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事業所ウェブサイト▼

　15歳以上の障がい者が技能を互いに競い合う
「あいち技能五輪・アビリンピック2019-2020」
が2019年11月15日に愛知県で開催されました。
事業所からは又吉李美さん（肢体）、宮城優香さ
ん（聴覚）が沖縄県代表として参加し、みごと又
吉さんがDTP部門で銀賞を獲得しました。
大会で健闘したお二人の感想を紹介します。
【又吉李美】全国アビリンピックの参加で愛知県
に行って来ました。全国大会は二回目の参加で前
の雰囲気を知っている分、楽しみよりも緊張が上
回っていました。
　大会は開会式、競技、閉会式と3日間行われ、
私はDTP種目に参加しました。
　課題はシンボルマークとポスターの作成でした。

競技日当日は、緊張していて頭も回らず時間も足りず、不完全燃焼でした…。
　ホテルに戻り、ホッとしたときに「ああしとけばよかった…」「こうしとけばよかった…」と、わーっ
と考えが溢れてきて、気分はだだ下がりでした…笑
　翌日の表彰式で名前を呼ばれた瞬間は嬉しかったのですが、
わたし的には納得のいくものが作れなかったので、銀メダル
もらっていいのかな…っていうのがホンネです。金メダルを
受賞した方との間には分厚くて高い壁が見えたので、まだま
だ勉強しないといけないなと思える貴重な大会でした。大会
中サポートしていただいた藤江さんと私の両親、沖縄で応援
してくださった方々、本当にありがとうございました！
【宮城優香】私はワードプロセッサの選手として、出場しました。すべてが初めての体験で不安と
楽しみが混ざっていました。
　県大会とは違って、ほとんどがオブジェクトや行の整理、表づくりでしたので、タイピングとい
うよりワードの機能を使った編集に近かったので、使ったことのない機能を手探り状態で編集しま
した。結果は残念な結果でしたが、全国大会出場は滅多にないので、よい体験だったと感じました。
　他にも、アビリンピック会場で会社の紹介や福祉機器展などがあったので、見てみると聴導犬の
紹介があったので、将来、利用しようかなと考えさせられました。
　4日間、介助していただいた藤江さん、沖縄で応援していただいた皆様、本当にありがとうござ
いました。
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浦添市民の二人で浦添市長に表敬訪問

沖縄県代表として出場!! 第39回全国アビ
リンピック大会

ITサポートのなかまたちが
記事を作成しています
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　第39回アビリンピック全国大会は愛知県で行
われました…愛知といえば山本正之の「名古屋
はええよやっとかめ」という曲がまず頭に浮か
んできます。歴史上に残るようなの大きな出来
事は愛知がからんでいるのですが、東京や大阪
ほどメジャー感がない、愛知県民のもやもや感
を感じさせる名（迷）曲だとおもいます。（石川）

編集後記

　経理業務では領収書や会計ソフトへ
の入力作業といったことが日々発生し
ますが、日々の業務に忙しい経理担当
のみなさまに代わって、就労移行の利
用者が入力しています。
●作業の内容（どんなことをしているか？）
　預かった伝票を科目に仕訳して、会計ソフトに入力し
ています。入力したデータはクラウドを使ってお客様と
やりとりしています。
●気をつけていること
　入力ミスやもれがないように複数名でのダブルチェッ

クは欠かせません。また、片手での作業なので伝票が飛ばないようにファイリングしたり、紛失しないよう気をつけ
ています。
●今取り組んでいること
　記帳代行ができる人材を増やすためにeラーニングでの勉強、税務経験者に
よる簿記に関する勉強会を行っています。
●実際に記帳行ってみた感想
　開始当初、伝票の仕訳の基準で迷うこともありました。会社によって仕訳の
方法にルールがあるので、同じ会社を担当することによってだんだんこの項目
は、「こう仕訳するんだ…」というのがわかってきました。

　昨年１月より「Webアクセシビリティ検査業務」を
始めました。この業務は「Webサイトが視覚障がいな
どのさまざまな障がいの人に優しい作りになっている
か？」を検査する仕事です。
　Webサイトが優しい作りになっているというのは、
例えば、バナーや写真などの画像は視覚障がいの方は
視認できませんが、画像の内容をテキストにして埋め
込むことで、画像が見えなくても情報が伝わるような
作りになっているということです。
　実際の検査では、専門の知識を有した弊所のスタッ
フがWebサイトを細かく検査し、修正を経て検査に
合格すれば「検査証明書」を弊所から発行します。そ
の検査証明書をWebサイトに貼っていただくことで「自
社のWebサイトが優しい作りになっている」という
ことを外部に公開できるようになります。
　この検査は県内では唯一
弊所が検査できる事業所で
あり、障がい当事者が検査
を行っていることも大きな
特徴です。詳しくは弊所ま
でお問い合わせ下さい。

　10月に開催された「食育講習会」の横断幕は 障がい者
ITサポートおきなわの大判プリントサービスを利用してオ
リジナルの横断幕を作成しました!
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記帳代行始めました

県内初！Webアクセシビリティ検査業務 講習会に大活躍、大判プリント
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